
令和６年度第１回愛媛県アレルギー疾患医療連絡協議会 

次  第 
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方法 オンラインWEB会議（「ZOOM」を使用） 

 

１ 開会 

 

２ 課長あいさつ 
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（２）アレルギー疾患医療拠点病院の取組み・・・・・・・・・・・・資料２ 

 

（３）愛媛県小児科医会の取組み・・・・・・・・・・・・・・・・・資料３ 
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令和６年度第 1回アレルギー疾患医療連絡協議会議事録 

 

【日 時】令和６年７月８日（月）19：00～20：00 

【場 所】オンラインWEB会議（「Zoom」を使用） 

【出席者】 

○委員 

くす小児科 久寿会長 

愛媛大学大学院医学系研究科 日浅副会長 

愛媛県教育委員会 泉委員 

松山赤十字病院 兼松委員 

愛媛生協病院 立川委員 

愛媛県立中央病院 中西委員 

愛媛県栄養士会 永井委員 

愛媛助産師会 原田委員 

○事務局 

健康増進課 中田課長、中原主幹 

（難病対策係）中本係長、宇和川主任、山下主事 

 

【議事内容】 

○議事１ 愛媛県アレルギー疾患対策の取組み 

  事務局より資料１に基づいて説明。 

 （愛媛県の状況） 

   ・患者調査によると令和 2年の愛媛県では、結膜炎が 4千人、アレルギー性鼻炎は 9千人、喘息は 1万

5千人、アトピー性皮膚炎は 1万 1千人が受診している。 

    ※結膜炎、喘息はアレルギー性以外のものも含む 

・医師・歯科医師・薬剤師調査によると愛媛県のアレルギー科の医療施設従事医師数 

（人口 10万対医師数）は、徐々に増加している。 

   ・日本アレルギー学会専門医の資格を持つ医師がいない圏域もある。 

    

 （事業の取組み） 

   ・アレルギー疾患医療拠点病院を中心とした医療提供体制を構築し、国やアレルギー学会、中心拠点病

院、協議会、地域の医療機関、保育者や学校等の関係機関と連携・協力し、事業を展開している。 

 

 （市町保健センターのアンケート調査結果と取組み） 

・乳幼児・児童のアレルギーに関する保健指導の実情を調査したところ、保護者からの相談として離乳食の進 

め方や、医療機関の情報（受診のタイミングを含む）に関する項目が多いことが分かった。 
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・保健指導の技術向上のため、研修会の開催を希望する声が多く、今年度は市町の保健センター保健師を 

対象とした研修会の実施を検討している。 

 

 【委員意見】 

・生後 2か月でアトピー性皮膚炎を含む湿疹を発症し、受診することが多い。発症前からの指導がその後の食 

物アレルギー等のアレルギー疾患を予防するために重要。 

・保健指導を実施する中で、妊産婦のアレルギー患者も増えてきており、離乳食の進め方や乳アレルギー用ミル 

ク等の質問を多く受けている。専門職への研修会には助産師も対象に含めていただきたい。 

・アレルギー専門医の新制度が定まらない中ではあるが、現制度のアレルギー専門医の資格が消失することはな

いため、アレルギー疾患医療拠点病院としては、アレルギー専門医の資格取得をすすめていきたい。 

・専門職を対象とした研修内容については、既存のアンケート調査の結果や、今回の市町の保健センターへのア

ンケート結果を元に、内容や対象者は検討していければ良いと考える。 

 

○議事２ アレルギー疾患医療拠点病院の取組み 

  日浅副会長より資料２に基づいて説明。 

（令和 5年度 事業報告） 

① 県民公開講座の開催 – 花粉症について知ろう！ 

舌下免疫療法に関する情報も含めて、耳鼻咽喉科の医師に県民公開講座を実施した。 

② アレルギー疾患医療拠点病院ホームページ 

    領域別のコンテンツを追加する等、内容の充実を行った。 

③ 愛媛小児吸入療法研究会への支援 

   気管支喘息を中心とした研修会を実施した。 

④ 他施設への視察  

皮膚科医師を大阪はびき医療センターに派遣し、今年度アレルギー専門医を取得。 

（令和 6年度 事業予定） 

① 県民公開講座の開催 

今年度はぜん息をテーマに公開講座の実施を検討中。 

② ハンズオンセミナーの開催 

令和 6年 6月 2日にハンズオンセミナーを開催。 

③ 愛媛小児吸入療法研究会への支援 

愛媛小児吸入療法研究会への支援も引き続き実施する予定である。 

④ 症例検討会の開催 

アレルギー医療拠点病院内で、診療科の領域を超えてアレルギー疾患に関する症例検討会を実施すること

を検討している。 

⑤ 食物アレルギーをテーマとした専門職向け研修会の開催 

専門職を対象にした研修会を企画中である。 

⑥ アレルギーに関する研修会への参加 
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【委員意見】 

・吸入療法研究会では、アレルギー疾患医療拠点病院の支援のもと 9月 6日金曜日にブラッシュアップ研修会 

の開催を予定している。今後とも引き続き支援をいただきたい。 

 

○議事３ 愛媛県小児科医会の取組み 

 資料 3 に基づき久寿会長より説明。 

 ・令和 6年度の小児科医会としては 

① 第 17回愛媛子どものアレルギーシンポジウム 

② 第 30回愛媛小児アレルギー懇話会 

③ 第 20回愛媛小児吸入療法研究会 

④ 愛媛県下で食物アレルギー有病率の調査 

⑤ 食物除去連絡票の改定 

 に取り組んでいく予定。 

・愛媛県こどものアレルギーシンポジウムは、令和 6年 8月 4日（日）13:30～16:00愛媛県医師会館 5階

ホールで実施予定である。 

・今年度は教育現場での食物アレルギー対応均てん化のため、学校生活管理指導票を統一していきたいと考えて

いる。 

・保育施設の食物アレルギーの対応状況についても調査を実施する予定であり、関係機関への皆様にご協力いた

だき感謝している。 

 

【委員意見（関係機関の取組み）】 

・エピペンが処方されている子供がいる学校では、実地での対応訓練を実施している。 

・10月 3日に教職員や学校医を対象とした文部科学省主催の講習会がある予定。 

・アレルギー協会のアレルギー週間に合わせて、松山赤十字病院で公開講座を実施していたが、今年度の開催は 

未定。開催する場合はお声かけさせていただきたい。 

・愛媛県栄養士会では、一般向けに成人も含めた研修会を実施する予定であり、愛媛県と拠点病院に後援をい

ただきたいと考えている。 

・その他イベント等あれば、広報や後援等、拠点病院として協力できることは実施していきたい。 



令和６年７月８日
愛媛県アレルギー疾患医療連絡協議会事務局

議事１「愛媛県アレルギー疾患対策の取組み」

資料１



内容

①愛媛県の状況と事業の取組み

②アンケート調査の結果と今年度の取組み

2



アレルギー関連総患者数
資料：患者調査（千人）：総患者数（愛媛県及び全国）、傷病小分類

区分 疾患名 H17 H20 H23 H26 H29 R2

愛媛県

結膜炎 6 3 1 2 3 4

アレルギー性鼻炎 9 6 7 10 6 9

ぜん息 11 12 10 8 9 15

アトピー性皮膚炎 2 3 3 2 2 11

全国

結膜炎 323 271 237 278 277 570

アレルギー性鼻炎 446 512 557 663 658 1666

ぜん息 1092 888 1045 1177 1117 1796

アトピー性皮膚炎 384 349 369 456 513 1253

※結膜炎、喘息については、アレルギー性以外も含む 3



医療施設従事医師数（アレルギー科）※複数回答

H24 H26 H28 H30 R2 R4

愛媛県 3.6 3.9 3.6 4.1 3.8 4.2

全国 5.4 5.7 5.1 5.2 5.4 5.3

人口10万対医師数

圏域別医師数

H24 H26 H28 H30 R2 R4

宇摩 1 1 1 2 1 1

新居浜・西条 9 9 7 10 5 3

今治 3 5 7 7 7 8

松山 33 37 31 33 32 38

八幡浜・大洲 4 2 2 1 5 4

宇和島 1 1 1 2 1 1

資料：医師・歯科医師・薬剤師調査
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日本アレルギー学会専門医（R6.5.2現在）

※ホームページに掲載されている医師のみ集計

資料：日本アレルギー学会ホームページ
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内科 小児科 耳鼻咽喉科 皮膚科 眼科 その他 総数

宇摩 0 0 0 0 0 0 0

新居浜・
西条

1 2 0 0 0 0 3

今治 1 1 0 1 0 0 3

松山 5 12 0 1 0 0 18

八幡浜・
大洲

2 1 0 0 0 0 3

宇和島 0 0 0 0 0 0 0

愛媛県 9 16 0 2 0 0 27

全国 1951 1954 404 429 22 20 4420



愛媛県のアレルギー疾患対策事業

１ 事業の目的（国のリウマチ・アレルギー特別対策事業）

地域における喘息死を減少させること並びにリウマチ及びアレルギー系疾患の新規患者数を減少させること目的とする。

２ 事業の内容

（１）アレルギー疾患医療連絡協議会の開催

アレルギー疾患の診療連携体制の在り方の検討や情報提供、人材育成などの施策を企画立案し、アレルギー疾患対策

全般の施策を検討、策定する。

（２）アレルギー疾患医療拠点病院委託事業（R4.4.1～愛媛大学医学部附属病院に委託）

アレルギー疾患を有する者が、居住する地域に関わらず等しくそのアレルギーの状態に応じて適切な医療を受けるこ

とができるようにするための体制を整備する。

①人材育成事業

・アレルギー疾患患者の支援者を対象に、知識や技能向上に資する研修の企画及び実施

②アレルギー疾患対策を行う関係団体への支援事業

・地域の医療機関や教育現場の技術的な支援

③その他、公開講座の開催等のアレルギー疾患に関する普及・啓発事業

・県民公開講座の開催

・アレルギー疾患医療拠点病院のホームページにて、情報の発信

（３）アレルギー疾患に関する相談体制整備

アレルギー疾患に関する相談窓口で対応する専門職間での情報交換や研修の機会を確保し、地域における相談体制を

整備する。 6



アレルギー疾患
医療連絡協議会

アレルギー疾患医療拠点病院

中心拠点病院
・国立成育医療研究センター
・国立病院機構相模原病院

診 療
（重症・難治性疾患）

アレルギー疾患を有する患者

地域の医療機関

国
アレルギー学会
医師会

受診

紹介・逆紹介 人材育成

情報共有

一般病院

診療所 薬局

情報共有
紹介・逆紹介

紹介・逆紹介

受診
情報提供

研究

保育所・学校・児
童福祉施設等
市町・教育委員会

通所・通学
定期健診等

人材育成

助言・支援

人材育成

拠点病院の利点
・中心拠点病院を始めとした全国レベルのネットワークへの参加
・拠点病院のみ対象とした各種研修・会議への参加
・困難事例の診断支援・中心拠点病院での長期研修参加

アレルギー疾患医療提供体制図

情報交換
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愛媛県アレルギー疾患対策事業の取組み

令和３年度 令和４年度 令和5年度

アレルギー疾
患医療連絡協
議会の開催

開催日
令和3年６月28日

協議内容
（１）アレルギー疾患対策について
（２）アレルギー疾患の医療提供体制について
（３）その他

開催日
令和4年６月23日

協議内容
（１）愛媛県のアレルギー疾患対策について
（２）アレルギー疾患医療拠点病院について
（３）乳アレルギー用ミルクの使用量調査について

その他
・教育委員会、栄養士会関係者がオブザーバーとして参加

開催日
令和5年７月６日

協議内容
（１）愛媛県のアレルギー疾患対策事業について
（２）国のアレルギー疾患対策の現状について
（３）災害対策を目的とした乳アレルギー用ミルク
のアンケート調査について

その他
・専門医、教育委員会、栄養士会の関係職員3名を新
たに委員委嘱

アレルギー疾
患医療拠点病
院委託事業

・愛媛大学医学部附属病院を愛媛県アレルギー
疾患医療拠点病院に指定

・県民公開講座の実施
テーマ：「専門家に聞こう！全身で起きる”アレルギー”」
日時：令和4年12月11日（日）
場所：いよてつ髙島屋9階ローズホール
・愛媛県小児吸入療法研究会での研修会の開催
テーマ：「気管支喘息 Up to Date~」
日時：令和4年9月30日
場所：Web開催
・アレルギー疾患医療拠点病院ホームページを開設

・県民公開講座の実施
テーマ：「花粉症について知ろう！」
日時：令和５年12月９日（土）
場所：ホテルマイステイズ３階ドュエミーラ
・愛媛県小児吸入療法研究会への支援
令和6年2月24日
実技研修及び認定試験の実施
場所：松山市民病院

・人材育成事業
他施設の見学視察

・アレルギー疾患医療拠点病院ホームページの充実

アレルギー疾
患に関する相
談体制整備

・県のホームページに情報を掲載
・愛媛県アレルギー疾患医療拠点病院の情報を
掲載
・愛媛県アレルギー疾患医療連絡協議会の情報
を掲載
・各種ガイドライン、マニュアルの掲載
・化学物質過敏症に関する情報を掲載
・関連リンクの掲載

・県行政のアレルギー疾患対策に関する取組みについて関
係各課へのヒアリングを実施

・アレルギー疾患窓口で対応する専門職を対象とし
た研修会の開催
・愛媛県におけるアレルギーに関する取組みについ
て関係各課に照会を実施
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愛媛県庁内におけるアレルギーに関する取組み
令和6年7月8日現在

9

取組み事項 取組みの実施課 取組みの内容

①普及啓発や予防に関する取組み

健康増進課 ・愛媛大学医学部附属病院を愛媛県のアレルギー疾患医療拠点病院業務を委託し、県民公開講座や専門職への研修会等を企画開催

薬務衛生課
・毎年度「愛媛県食品衛生監視指導計画」により、販売施設等において食品表示のアレルゲン表示を確認
・「食品等収去検査実施要領」により、県内で製造・販売されている食品を収去し、検査を実施

保健体育課
・毎年、養護教諭や栄養教諭などを対象とした研修会において、指導を行っている。
・今年度は、公益財団法人日本学校保健会及び愛媛県学校保健会（会長は県医師会長の村上会長）と共催で、「文部科学省補助事業
アレルギー講習会」を実施する。

②医療を提供する体制の確保に関する
取組み

健康増進課 ・アレルギー疾患医療連絡協議会を開催し、現状や課題の把握や診療連携体制の整備等について協議

県立新居浜病院 ・小児アレルギーエデュケーター（看護師）の配置（1名）

県立中央病院
・日本アレルギー学会アレルギー専門医教育研修施設での育成（小児科）
・日本アレルギー学会アレルギー専門医教育研修施設での育成（呼吸器内科）
・日本アレルギー学会認定アレルギー専門医が常勤

③調査及び研究に関する取組み

林業政策課
・花粉症対策として、無花粉スギの品種開発、無花粉ヒノキ品種の探索
・スギ及びヒノキの人工林を伐採して、花粉の少ない苗木による植替え

環境・ゼロカーボン推進課 ・愛媛県内における大気汚染物質の常時監視を行い、結果をホームページで公開

保健体育課
・毎年、食物アレルギー対応状況調査（除去食対応状況：人数、内容等）を実施している。
・令和４年度に全国規模でアレルギー調査が実施され、愛媛県小児科医会へ県立学校及び各市町立学校の結果データを提供している。

④その他のアレルギーに関する取組み

道路維持課

・技能労働職（道路整備員）に対し以下の対応を実施
・毒虫（スズメバチ等）対策として「ポイズンリムーバー（毒液や毒針を吸引作用で抽出する器具）」等の配備について、各所属の
労働安全委員会の中で協議の上、個々の事業で必要性が認められるのであれば、所属で対応するよう指導
・ハチ毒抗体検査について、検査の精度や有効性について産業医等の専門家の意見を聴くとともに、各要望、勤務実態等を踏まえた
うえで、県安全衛生委員会等において、必要性を検討するよう指導

防災危機管理課 ・災害に備えたアレルギー対応食品の備蓄

林業政策課
・林業事業体の現場作業員に対して、蜂アレルギー災害を未然に防止するため、抗体検査に要する経費及び自動注射器の購入に要す
る経費への助成

県立新居浜病院
・エピペンを全部署の救急カートに配置。
・週に2回小児アレルギー外来を実施。

県立今治病院

・アナフィラキシー時の対応については、放射線部にはマニュアルがあり対応できるようにしている。また日本医療安全調査機構か
らの医療事故の再発防止に向けた提言「注射剤によるアナフィラキシーに係る死亡事例の分析（2018年1月）」を活用し、院内に注意
喚起している。
・アナフィラキシー時の対応については、日本医療安全調査機構の医療事故の再発防止に向けた提言「注射剤によるアナフィラキ
シーに係る死亡事例の分析（2018年1月）」を活用し、院内に注意喚起するとともに、どの部位にどの程度のアドレナリンを注射でき
るかを救急カートに掲示している。【中央病院、今治病院】

県立中央病院
・全ての病棟に救急カートを設置し、初期対応可能な状況としている。
・災害に備えたアレルギー対応食品（アルファ化米）の備蓄

県立病院課 ・厚労省等からアレルギーに関する通知が来た場合に、関係機関に周知。（現在のところ、実績無し）



内容

①アレルギー疾患対策事業と医療提供体制

②アンケート調査の結果と今年度の取組み
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アンケート調査の概要①

【調査名】

市町保健センターにおける乳幼児・児童のアレルギーに関する保健指導の実情のアンケート調査

【調査目的】

市町保健センターにおける乳幼児・児童のアレルギーに関する保健指導の実情を把握し、

本県のアレルギー疾患対策事業に活かすため

【調査対象】

各市町保健センター

【調査基準日】

令和３年度～現在の状況（過去約２年２か月の状況）

【調査方法】

LoGoフォームによる回答

【回答者】

各市町保健センター母子保健担当者の代表

11



アンケート調査の概要②

【調査内容】
・母子保健に関連する業務の中で、保護者から子どものアレルギー疾患に関する相談を
受けることがありますか。

・保護者から受ける子どものアレルギー疾患の相談はどの疾患に関係していることが多いですか。
相談を受けたことがある疾患をすべて選んでください。（複数回答可）

・アトピー性皮膚炎（乳児湿疹を含む）に関して、具体的にどのような内容の相談が多いですか。
相談を受けたことがある相談内容をすべて選んでください。（複数回答可）

・食物アレルギーに関して、具体的にどのような内容の相談が多いですか。
相談を受けたことがある相談内容をすべて選んでください。（複数回答可）

・ぜん息に関して、具体的にどのような内容の相談が多いですか。
相談を受けたことがある相談内容をすべて選んでください。（複数回答可）

・母子保健に関する事業の中で、アレルギー疾患に取り組んでいますか。

・実際に取り組んでいるアレルギー疾患に関する保健指導はどのようなものですか。（複数回答可）

・取り組んでいない理由はどのようなものですか。（複数回答可）

・アレルギー疾患の取り組みを充実させるための要望があればチェックしてください。（複数回答可）

・乳幼児・児童のアレルギー疾患対策についてご意見があれば自由にご記載ください。 12



保護者から受ける子どものアレルギー疾患の相談はどの疾患に関係し
ていることが多いですか。（複数回答可）

19

19

11

8

0

アトピー性皮膚炎

（乳児湿疹を含む）

食物アレルギー

ぜん息

アレルギー性鼻炎

（花粉症を含む）

その他

すべての保健センターが、保護者から子どものアレルギー疾患に関する相談は
受けることが「ある」と回答
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アトピー性皮膚炎（乳児湿疹を含む）に関して、具体的に
どのような内容の相談が多いですか。

5

9

17

16

11

12

6

11

1

診断に関する相談

治療方針や今後の方針

医療機関の情報

(受診のタイミングや何科に受診するかなど)

顔や体の洗い方や保湿剤の塗り方

ステロイド軟膏の使い方や副作用

保湿剤、シャンプー、日焼け止めなどの選び方

保育所や学校などの対応

かゆみへの対応

その他 14



食物アレルギーに関して、具体的にどのような内容の相談
が多いですか。（複数回答可）

6

11

15

14

19

13

4

14

8

12

1

診断に関する相談

治療方針や今後の見通しに関する相談

医療機関の情報

(受診のタイミングや何科に受診するかなど)

検査について

離乳食の進め方

症状が現れたときの対応に関する相談

エピペンについて

除去食物に伴い不足する栄養素に関する相談

食品表示の見方に関する相談

保育所や学校などの対応に関する相談

その他
15



ぜん息に関して、具体的にどのような内容の相談が多いで
すか。（複数回答可）

4

6

11

3

4

4

0

診断に関する相談

治療や今後の見通しに関する相談

医療機関の情報

(受診のタイミングや何科に受診するかなど)

吸入ステロイド薬の使い方について

吸入ステロイド薬の副作用について

保育所や学校などの対応に関する相談

その他
16



母子保健に関する事業の中で、アレルギー疾患に取り組
んでいますか。

3

15

2

0

積極的に取り組んでいる

ときどき取り組んでいる

ほとんど取り組んでいない

まったく取り組んでいない
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実際に取り組んでいるアレルギー疾患に関する保健指導
はどのようなものですか。（複数回答可）

2

13

6

4

9

1

2

マタニティ教室や両親教室などでの

アレルギー疾患に関する情報提供や指導

新生児訪問・乳児訪問などで

アレルギー疾患に関する情報提供や指導

乳幼児健診の場でアレルギー疾患に関して

保護者へ積極的な声かけ

乳幼児健診とは別に

アレルギー疾患に関する個別相談

離乳食指導・教室などで

アレルギー疾患に関する内容を実施

アレルギー疾患に関する集団指導・教室

その他 18



アレルギー疾患の取り組みを充実させるための要望があ
ればチェックしてください。（複数回答可）

17

15

9

8

6

6

3

0

0

研修会などの知識を深める機会

保護者向けの教室や指導を行うためのツール

コメディカルスタッフなどの専門職が相談できる窓口

取り組みの実践例や事例集など

国の指針などへのアレルギー疾患取り組みの明記

アレルギーに関する専門的な知識がある人材

アレルギー疾患対策への予算

特になし

その他
19



自由記載（抜粋）

・事例により、個人差もあり治療方針等異なってくることもあり、専
門的な知識も必要である中で十分な対応ができないのも現状です。不
安を抱える保護者は多いと感じますので、最新情報を含めて専門職も
相談できるような場があれば良いと感じます。

・保護者が不安なく離乳食をすすめられるよう支援しています。治療
方針や治療内容については、かかっている医療機関の方針とのずれが
あってはいけませんので、主治医に相談するようすすめ、診断や治療
への助言等は行っておりません。

・他市町で、これら以外の先進的な取組を行っている情報等あれば、
教えていただければ幸いです。

愛媛県内のアレルギー専門医リストがあれば、保護者への情報提供に
活用できると思います。

20



アンケートの結果・まとめ

・疾患別では「食物アレルギー」「アトピー性皮膚炎」

に関連した相談が多い

・相談の内容では「離乳食の進め方」「医療機関の情報」

に関する内容が多い

・研修会の開催を要望する声が最も多い

市町の保健センターの保健師を対象に、
アレルギー発症予防の正しい保健指導方法の研修会を実施

21



議事２「愛媛県アレルギー疾患医療拠点病院の取組み」

愛媛大学大学院医学系研究科 教授 日浅 陽一

1

資料２



令和5年度 事業報告

１．県民公開講座の開催 – 花粉症について知ろう！

２．アレルギー疾患医療拠点病院ホームページ – コンテンツの追加

３．愛媛小児吸入療法研究会への支援

４．他施設への視察 – 大阪はびきの医療センター
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１．県民公開講座の開催 – 花粉症について知ろう！
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２．アレルギー疾患医療拠点病院ホームページ – コンテンツの追加

4



３．愛媛小児吸入療法研究会への支援
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４．他施設への視察 – 大阪はびきの医療センター
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令和６年度 事業案

１．県民公開講座の開催

２．ハンズオンセミナーの開催

３．愛媛小児吸入療法研究会への支援

４．症例検討会の開催

５．食物アレルギーをテーマとした専門職向け研修会の開催

６．アレルギーに関する研修会への参加

7



令和６年度より、リウマチ担当として第一内科と整形外科が
アレルギー疾患拠点病院指定関係WGに新たに参画

8



１．県民公開講座の開催

令和6年度は、令和7年2月1日（土）にいよてつ髙島屋９階のロー
ズホールにて開催を予定。

○演題（予定）
「知っておきたいアトピー性皮膚炎の最新治療」 - 皮膚科

「身近に潜む気管支喘息(ぜんそく) 
～貴方のその咳、いつから？～」 - 呼吸器内科

「アトピーと食物アレルギーの関係
赤ちゃんからアレルギーを予防するには？」 - 小児科

9



２．ハンズオンセミナーの開催

10



３．愛媛小児吸入療法研究会への支援

引き続き、支援予定。

４．症例検討会の開催
５．食物アレルギーをテーマとした専門職向け研修会の開催
６．アレルギーに関する研修会への参加

詳細について、現在検討中。
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議事３「愛媛県小児科医会の取組み」

くす小児科 院長 久寿 正人

資料３
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愛媛県の食物アレルギー対策活動の報告
愛媛県医師会/愛媛県小児科医会

アレルギー疾患対策員会

令和6年度事業計画

１）第17回愛媛子どものアレルギーシンポジウム

2）第30回愛媛小児アレルギー懇話会

3）第20回愛媛小児吸入療法研究会

4）愛媛県下で食物アレルギー有病率の調査

5）食物除去連絡票の改定

2



大会宣言（2006年8月）

第１回愛媛こどもの食物アレルギーシンポジウムに参加された全ての

方々の思いを受けて、私達は、食物アレルギーに苦しんでいる子どもたち、

そしてこれから生まれてくる子どもたちに対して、ここに宣言をします。

1 食物アレルギーをもった子どもとその家族が生きと生活するために、
あらゆる職種が協力し、手をつなぎます。

2 子どもの食物アレルギーの予防と治療を行うために、信頼性の高い新
しい情報に基づいて継続的に研修を行い、協力体制を充実していきます。

3 愛媛において、日本一進んだ食物アレルギーのチーム医療体制を築く
ことを目指します。
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除去食連絡票・講演会(シンポジウム）・除去食献立講習会

愛媛県医師会・愛媛県小児科医会・地区医師会

兄 弟 父 母 姉 妹

同僚 友人 家庭 祖父母

調理師 調剤薬局薬剤師

栄養士 看護師

保育士 開業医

保育・教育 かかりつけ医
↓↑

市町村・保健センター・教育委員会 負荷試験実施病院

保健師 養護教諭 教師 勤務医 看護師 薬剤師
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第１０回愛媛こどもの食物アレルギーシンポジウムプログラム

１）開会あいさつ： 愛媛県医師会副会長 友松 孝

２）食物アレルギーについて（基礎知識・負荷試験・除去食連絡票）：
愛媛大学医学部地域救急医療学講座
市立八幡浜総合病院地域サテライトセンター 小児科 楠目 和代

３）保育所における食物アレルギーをもつ園児への対応： 八幡浜市立白浜保育所 主任保育士

４）学校給食における食物アレルギーの対応について： 八幡浜市学校給食センター 栄養士

５）患者・保護者の立場から： ○○町立○○小学校 ２年生 母

========================== 休憩：15分 =========================
６）アナフィラキシー対応とエピペンシミュレーション 愛媛県立今治病院小児科 村上至孝

（寸劇）小児科若手医師有志

７）総合討論・質疑応答

８）閉会あいさつ： 愛媛県小児科医会会長 中 眞一

司会進行： ごとう小児科 後藤 悟志
おおむら小児科 大村 勉
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第17回愛媛こどもの食物アレルギーシンポジウム

〇開催日時：令和6年８月4日（日）13：30～16：00（開場13：00）

〇開催場所：愛媛県医師会館 ５F ホール

〇参 加 費：無料

〇参加対象：こどもの食物アレルギーに関心のあるすべての方

無料託児有（事前申込必要）
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愛媛県小児科医会公式ホームページ
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食物アレルギーシンポジウムに
毎年作成している

食物アレルギー資料集
除去食連絡票

緊急時対応マニュアル
の3点セット
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2011年 施設別食物負荷試験年間施行件数 （全県総数1950件）
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病院 １３施設

外来負荷 入院負荷

日本アレルギー学会専門医のいる施設

負荷試験件数
外来 ８００件
入院 ０件
年間５０件以上
施行した施設

３施設

負荷試験件数
外来 ６００件
入院 ５５０件
年間５０件以上
施行した施設

８施設

東予 中予 南予
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食物アレルギー対策活動報告の概要

2006年以降の、愛媛県医師会/小児科医会のアレルギー疾患
（特に食物アレルギー）対策活動の概要を報告する。

食物アレルギーに関するより最新の正しい情報の普及と、家庭、
保育・教育（行政、教育委員会、保育士、幼稚園教諭、学校教諭、
養護教諭、調理師）、医療（医師・薬剤師・看護師・栄養士）関係
者のより緊密な連携を目的とし、愛媛県下市町で計16回
「愛媛こどもの食物アレルギーシンポジウム」を開催した。

2024年度は県内のアレルギー対応均てん化のため、
愛媛県医師会/愛媛県小児科医会作成の除去食連絡票と
厚労省・文科省作成の園・学校生活管理指導表を統一した
書式にする計画である。

愛媛大学医学部小児科・基幹病院小児科・開業医が連携した
食物負荷試験の病診連携の現状を報告。
愛媛県の食物負荷試験実施件数は、現在全国都道府県で
上位3位である。（2023年度日本小児アレルギー学会報告）
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